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我
々
の
学
生
時
代
は
ま
さ
に
日
本
の
戦
争
時
代
と
重
な
っ
た
。
小
学
校
三
年
の
時 

に
日
中
戦
争
が
始
ま
り
、
入
学
の
年
の
暮
に
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、
卒
業
の
年
に 

戦
争
が
終
わ
っ
た
。 

  

我
々
世
代
は
一
九
二
九
年
の
世
界
大
恐
慌
の
さ
な
か
に
生
を
受
け
、
戦
争
と
敗
戦 

を
体
験
し
、
窮
乏
の
戦
後
を
送
っ
た
。
そ
し
て
社
会
人
と
な
る
や
、
猛
烈
な
働
き
蜂 

と
な
っ
て
高
度
成
長
を
な
し
と
げ
た
。
そ
の
後
、
バ
ブ
ル
崩
壊
、
不
況
と
な
っ
て
年 

金
生
活
に
入
っ
た
。 

 

学
生
時
代
は
何
の
疑
い
も
な
く
軍
国
少
年
に
育
て
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
で
も
城 

北
の
市
ヶ
谷
時
代
は
自
由
で
勉
強
で
き
る
環
境
に
あ
っ
た
が
、
上
板
橋
時
代
に
な
る 

と
配
属
将
校
に
よ
る
軍
事
教
練
が
行
わ
れ
、
御
殿
場
駅
か
ら
銃
を
か
つ
ぎ
富
士
山
麓 

で
匍
匐
（
ほ
ふ
く
）
前
進
を
や
ら
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
そ
し
て
、
軍
需
工
場 

へ
の
勤
労
動
員
が
始
ま
り
、
卒
業
間
際
に
は
東
京
大
空
襲
の
焼
跡
整
理
に
駆
り
出
さ 

れ
悲
惨
な
光
景
を
目
に
し
た
。
こ
う
し
て
、
多
感
な
青
春
期
に
戦
争
で
傷
を
負
っ
た
。 

 

今
や
、
我
々
は
八
十
代
半
ば
に
な
っ
た
。
子
ど
も
の
頃
は
人
生
五
十
年
と
言
わ
れ 

て
い
た
。
そ
の
頃
に
比
べ
て
随
分
元
気
で
長
生
き
と
な
っ
た
。
ま
た
、
今
の
豊
か
さ 

は
想
像
を
超
え
た
も
の
だ
。
最
近
、
日
本
経
済
が
回
復
基
調
に
あ
る
の
は
喜
ば
し
い
。 

一
方
、
財
政
の
赤
字
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
等
懸
念
さ
れ
る
し
、
血
な
ま
ぐ
さ
い 

臭
い
も
立
ち
こ
め
始
め
、
歴
史
の
振
り
子
が
元
に
戻
ろ
う
と
し
な
い
か
、
怖
れ
て
い 

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 


